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教育委員会事務局 

 

区立幼稚園集約化等計画に基づく区立幼稚園・認定こども園の機能充実としての 

３年保育の導入について 

 

１ 主旨 

  令和４年８月に策定した「区立幼稚園集約化等計画」（以下「集約化等計画」という。）

では、現在８園ある区立幼稚園等を、乳幼児教育支援センターと連携して、区の乳幼児

期の教育・保育全体の質の向上に取り組む区内５地域の拠点として位置付け、各地域１

園に集約化することとした。そして、区立幼稚園の集約化と機を一にして、３年保育の

導入や要配慮児・医療的ケア児への対応の強化、預かり保育の拡充等、地域の拠点とし

て全体的な機能充実を図ることを定めた。 

この集約化等計画に基づく区立幼稚園の機能充実に向けた当面の取組みとして、３年

保育の円滑な導入と効果的な実践を図るため、試行的な先行導入を行う。先行導入にあ

たっては、認定こども園区立多聞幼稚園を実施園とする。 

 

２ 認定こども園区立多聞幼稚園における３年保育の先行導入 

  集約化後の区立幼稚園においては、集約化等計画に基づき、乳幼児教育支援センター

と連携し３歳児からの質の高い教育・保育の実践や研究等に取り組むとともに、３歳児

の段階から要配慮児等を含めた児童の受入れを行うなど、機能充実を図るため、３年保

育を導入する。 

    これを踏まえ、３年保育を導入するにあたっては、その円滑な導入と効果的な実践に

向けて試行するため、令和６年度から令和７年度にかけて段階的に先行導入する。   

  試行的な先行導入の実施園については、当面移転や改築工事の予定がなく、安定的な

取組みが可能な認定こども園区立多聞幼稚園の幼稚園枠を対象とする。 

  先行導入の結果については、集約化に合わせた区立幼稚園への３年保育の導入の円滑

化及び導入後の質の高い教育・保育の実践のために活用する。 

  なお、保育枠については、三宿の杜なごみ保育園（０～３歳児を対象）との連携関係

に基づき、同園の園児が４歳児クラスに進級する際の受け入れ先となっていることから、

当面の間３年保育の導入は行わない。 

（１）令和６年度の取組み（３歳児プレ保育） 

   一人ひとりの子どもの個の成長と集団としての活動の充実を徐々に進めていくとと

もに、幼稚園教諭の３年保育実施に向けた資質向上を図ることを目的に、令和６年度に

ついては３年保育導入に向けた準備期間と位置づけ、「３歳児プレ保育」を実施する。 

  ① 開 始 時 期  令和６年６月 

   ② 参 加 費  無料 

  ③ 周知・募集   

令和５年９月の令和６年度新入園児募集時に入園希望の保護者等に周知し、参加 

者を令和６年３月に募集する。 
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  ④ 募 集 人 数   １０～１５名程度 

   ⑤内   容   

   多聞幼稚園のホールや園庭、空き保育室がある場合は当該保育室等を活用し、「３ 

歳児プレ保育」を実施する。 

   子どもと保護者が一緒に参加するイベントとして開催している「未就園児の会」に 

準じた形式・内容で２週間に１回程度の運営で開始し、その後「慣らし保育」、「午前 

保育」、「一日保育」と段階的・計画的に 1日の教育・保育時間や通園の頻度を拡大し 

ていき、年度後半以降に通常の幼稚園枠の教育・保育（午前９時～午後２時）に近づ 

けた内容を週３日程度実施する。 

  また、「３歳児プレ保育」の実施にあたっては、現在作成に向けて検討を進めてい 

る（仮）「３年保育」カリキュラムの試行を行う。詳細な内容については、募集時ま 

でに決定し、周知する。 

  ⑥ 結果の活用  

「３歳児プレ保育」の実施及び（仮）「３年保育」カリキュラムの試行の結果につ

いては、区立幼稚園における３年保育に対応した教育課程及びカリキュラム作成や、

３年保育導入に向けた区立幼稚園職員の研修等の企画・実施に活用する。 

  ⑦ そ の 他    

ア. 「３歳児プレ保育」では、預かり保育及び給食提供は行わない。 

    教育・保育活動が午後に及ぶ際は弁当を持参してもらう。 

イ. 「３歳児プレ保育」は日本スポーツ振興センターの災害共済給付の対象とならな

いため、参加者には別途イベント等に対応した傷害保険等に区費で加入してもら

う。保険料については、令和６年度予算に計上する。 

ウ. 要配慮児、医療的ケア児の参加者については、「３歳児プレ保育」では介助員や

看護師の配置が出来ないことから、保護者の付き添いまたは待機のうえ参加して

もらう。 

  エ. 令和６年度の「３歳児プレ保育」の参加者が、令和７年度の４歳児としての新規 

入園を希望した場合は優先的に入園を認めるものとする。 

（２）令和７年度の取組み（３年保育先行導入） 

    令和６年度の「３歳児プレ保育」の実施状況等を踏まえ、幼稚園枠に３年保育を先 

行導入する。 

  ① 開 始 時 期  令和７年４月 

  ② 周知・募集   

令和５年９月の令和６年度新入園児募集時に、入園希望の保護者等に令和６年度入

園児が５歳児クラスに進む時点で３年保育が導入される旨を周知する。 

令和６年９月の令和７年度新規入園児募集にあたって、３歳児クラスの募集を行 

う。３・４歳児各１クラスの募集とする。 

   ③ 内   容    

   現在作成に向けて検討を進めている（仮）「３年保育」カリキュラムに基づく３年 

保育を先行導入し、実施する。 
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  ④ 結果の活用  

３年保育の先行導入の状況については、他の区立幼稚園が集約化後に３年保育を導

入する際の参考とするとともに、３年保育導入に向けた区立幼稚園職員の研修等の企

画・実施に活用する。 

  ⑤ そ の 他    

ア. ３年保育の先行導入にあたっては、３歳児についても、預かり保育及び給食提供

を行う。 

イ. ３年保育の先行導入にあたっては、令和５年度前半に、既に３年保育を導入し

ている他自治体の公立幼稚園等に対して視察・調査を行い、３歳児保育に必要

な設備・物品を把握し、準備を進めていく。 

また、令和５年夏に施設の長寿命化調査を行う。 

これらの視察・調査の結果を踏まえ、３年保育導入のための物品の購入及び 

施設の一部改修等に必要な予算については令和６年度予算に計上する。 

（３）先行導入の成果の活用 

   多聞幼稚園における試行的な３年保育の先行導入の成果については、令和８年度以

降の集約化を予定している他の園への３年保育の円滑な導入と、子どもたちの発達段

階に応じた効果的で質の高い教育・保育の実践に向けて活用するとともに、３歳時か

ら要配慮児や医療的ケア児の受け入れを進めることで、区立幼稚園における早期から

のインクルーシブな教育・保育の実現を図る。 

（４）３歳児プレ保育～３年保育先行導入～３年保育導入（イメージ） 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度以降 

    

   

 

 

（５）その他 

   「３歳児プレ保育」及び３年保育先行導入に伴い世田谷区立幼稚園管理運営規則等

の改正を行う。 

（６）今後のスケジュール（予定） 

３歳児プレ保育
（多聞幼稚園） 

３年保育先行導入 
（多聞幼稚園） 

３年 
保育 
導入 

（集約化園） 
 

「３歳児プレ保育」、

「３年保育先行導入」

の試行結果を、集約 

化園への３年保育導 

入等の機能充実の 

円滑化と質の 

高い教育・保 

育の実践に向 

けて、ソフト面

（カリキュラム、研 

修等）、ハード面（改

修工事等）に活用す

る。 

 

〇 ３保育カリキュラム作成の取組 

・作成委員会での検討 
・カリキュラム（試行版） 

 での試行 
・カリキュラム（素案） 

 での試行 

段階的に拡充 

・３年保育の導入、要配慮
児・医療的ケア児への対
応充実のための改修工
事等 

・長寿命化調査等の 

施設調査 

〇 ３保育導入等の機能充実に向けた施設環境の整備 

 
・令和８年度の集約化に向け
て桜丘幼稚園改修工事等。 
桜丘幼稚園は、松丘幼 
稚園に一時移転。 

 

・改修内容等の検証（集約化園の改修工事の参考） 

未就園児の会 

・3 歳児プレ保育も視野に
入れながら、未就園児の 

 会を実施 
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  令和５年９月   令和６年度新入園児募集（令和７年度より３歳児募集及び令 

和６年度の「３歳児プレ保育」実施を周知）。 

令和６年３月    「３歳児プレ保育」参加者募集 

        ６月    「３歳児プレ保育」開始 

            ９月    令和７年度新入園児募集（認定こども園区立多聞幼稚園３歳 

児募集開始、３・４歳児各１クラス募集） 

   令和７年４月   認定こども園区立多聞幼稚園３年保育先行導入 
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